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(百万円未満、小数点第１位未満は切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）
（１）連結経営成績 (％表示は、対前年中間期増減率)

経常収益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期中間期 39,161 △1.8 8,056 △7.3 6,010 △10.3

29年３月期中間期 39,880 2.6 8,698 4.5 6,704 24.3
(注) 包括利益 30年３月期中間期 14,251百万円( 281.0％) 29年３月期中間期 3,740百万円( －％)
　

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり中間純利益

円 銭 円 銭

30年３月期中間期 197.88 197.69

29年３月期中間期 249.83 249.54
　

(注) 平成28年10月１日付で10株を１株に株式併合しております。「１株当たり中間純利益」及び「潜在株式調整後１株当た
り中間純利益」については、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算定しております。

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期中間期 5,866,996 281,808 4.8

29年３月期 5,815,095 251,139 4.3
(参考) 自己資本 30年３月期中間期 281,704百万円 29年３月期 251,026百万円
　

(注) 「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。
なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 3.50 － 35.00 －

30年３月期 － 35.00

30年３月期(予想) － 35.00 70.00
　

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　

(注) 平成28年10月１日付で10株を１株に株式併合しております。29年３月期については、当該株式併合を反映した１株当た
り期末配当金を記載し、年間配当金の合計は「－」として記載しております。

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
１株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 17,500 3.4 12,500 △0.0 397.06
　

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

（１）当中間期における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ：無
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期中間期 33,025,656株 29年３月期 27,275,656株

② 期末自己株式数 30年３月期中間期 432,633株 29年３月期 437,017株

③ 期中平均株式数（中間期） 30年３月期中間期 30,375,060株 29年３月期中間期 26,837,234株
　

(注) 平成28年10月１日付で10株を１株に株式併合しております。「期中平均株式数（中間期）」については、前連結会計年
度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して算定しております。

　

(個別業績の概要)
１．平成30年３月期第２四半期（中間期）の個別業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）
（１）個別経営成績 (％表示は、対前年中間期増減率)

経常収益 経常利益 中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期中間期 35,887 △2.2 7,847 △10.4 6,070 △12.7

29年３月期中間期 36,705 4.5 8,760 14.4 6,959 31.3
　

１株当たり
中間純利益

円 銭

30年３月期中間期 199.85

29年３月期中間期 259.32
　

(注) 平成28年10月１日付で10株を１株に株式併合しております。「１株当たり中間純利益」については、前事業年度の期首
に当該株式併合が行われたと仮定して算定しております。

　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期中間期 5,852,839 276,835 4.7

29年３月期 5,802,932 246,776 4.2

(参考) 自己資本 30年３月期中間期 276,732百万円 29年３月期 246,664百万円
　

(注) 「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権）を期末資産の部合計で除して算出しております。
なお、本「自己資本比率」は、自己資本比率告示に定める自己資本比率ではありません。

　　

２．平成30年３月期の個別業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
　

(％表示は、対前期増減率)

経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 16,800 4.6 12,200 0.6 387.53
　

　

※ 中間決算短信は中間監査の対象外です。
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社）に該当す

るため、第２四半期会計期間については、中間連結財務諸表及び中間財務諸表を作成しております。

※ 当行は、以下のとおり投資家向け説明会を開催する予定であります。この説明会で配布した資料等については、
開催後速やかに当行ホームページで掲載する予定であります。
・平成29年12月１日（金）…………機関投資家・アナリスト向け決算説明会

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間期の連結経営成績につきましては、当行単体において株式等売却益の増加によりその他経常収益は増加し

ましたが、資金運用収益及び役務取引等収益が減少したことに加え、国債等債券売却益の減少によりその他業務収

益が減少したことなどから経常収益は前年同期と比べ７億19百万円減少して391億61百万円となりました。

一方、経常費用につきましては、当行単体において国債等債券売却損の増加によりその他業務費用が増加しまし

たが、与信費用の減少によりその他経常費用が減少したことなどから前年同期と比べ77百万円減少して311億４百

万円となりました。

以上の結果、経常利益は前年同期と比べ６億42百万円減少して80億56百万円となりました。また、親会社株主に

帰属する中間純利益は前年同期と比べ６億94百万円減少して60億10百万円となり、これにより、連結ベースの１株

当たり中間純利益は197円88銭となりました。

当行単体の業績につきましては、収益面では、株式等売却益の増加によりその他経常収益は増加しましたが、貸

出金利息の減少により資金運用収益が減少したことや国債等債券売却益の減少によりその他業務収益が減少したこ

となどから経常収益は前年同期と比べ８億18百万円減少して358億87百万円となりました。

一方、費用面では、与信費用が減少したことでその他経常費用が減少しましたが、国債等債券売却損の増加によ

りその他業務費用が増加したことに加え、営業経費も増加したことなどから経常費用は前年同期と比べ93百万円増

加して280億39百万円となりました。

この結果、経常利益は前年同期と比べ９億12百万円減少して78億47百万円となりました。また、中間純利益は前

年同期と比べ８億88百万円減少して60億70百万円となり、これにより、１株当たり中間純利益は199円85銭となり

ました。

　

（２）財政状態に関する説明

連結ベースの主要勘定は、次のような動きとなりました。

まず、預金は上半期中559億円増加して当中間期末残高は４兆7,933億円となり、譲渡性預金は上半期中69億円増

加して当中間期末残高は353億円となりました。

また、貸出金は上半期中335億円増加して当中間期末残高は３兆2,857億円となりましたが、有価証券は上半期中

118億円減少して当中間期末残高は１兆6,746億円となりました。

なお、純資産額は上半期中306億円増加して当中間期末残高は2,818億円となり、これにより、連結ベースの１株

当たり純資産額は8,643円10銭となりました。また、当中間期末の国内基準による連結自己資本比率〔速報値〕は

10.07％となりました。

当行単体の主要勘定は、次のような動きとなりました。

まず、預金は、個人預金や一般法人預金が増加したことから上半期中556億円増加して当中間期末残高は４兆

8,033億円となりました。一方、譲渡性預金は、地方公共団体からの預け入れが増加したことから上半期中74億円

増加して当中間期末残高は404億円となりました。

また、貸出金は、中小企業や地方公共団体向け貸出、住宅ローンが増加したことから上半期中332億円増加して

当中間期末残高は３兆2,955億円となりました。

一方、有価証券は、その他の証券（投資信託）は増加しましたが国債が減少したことなどから上半期中118億円

減少して当中間期末残高は１兆6,762億円となりました。

なお、純資産額は公募及び第三者割当による増資により資本金及び資本準備金がそれぞれ86億円増加したことな

どから上半期中300億円増加して当中間期末残高は2,768億円となり、これにより、単体ベースの１株当たり純資産

額は8,490円54銭となりました。また、当中間期末の国内基準による単体自己資本比率〔速報値〕は9.85％となり

ました。

　

決算短信（宝印刷） 2017年11月02日 10時45分 2ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

㈱南 都 銀 行(8367)平成30年３月期 第２四半期(中間期)決算短信

－2－



（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当期（平成30年３月期）の業績予想につきましては、当初予想と比較して与信関連費用が下回ることとなった当

中間期の決算内容及び最近の業績動向等を踏まえ、次のとおり修正しております。

連結ベースの業績は、経常利益175億円（前回発表予想150億円）及び親会社株主に帰属する当期純利益125億円

（前回発表予想107億円）をそれぞれ予想しております。

また、当行単体では、経常利益168億円（前回発表予想145億円）、当期純利益122億円（前回発表予想105億円）

及び業務純益118億円（前回発表予想150億円）をそれぞれ予想しております。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当中間連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

現金預け金 736,472 782,268

コールローン及び買入手形 11,776 610

買入金銭債権 4,304 2,757

商品有価証券 10 －

金銭の信託 31,000 32,231

有価証券 1,686,575 1,674,686

貸出金 3,252,218 3,285,752

外国為替 5,031 8,141

リース債権及びリース投資資産 13,863 14,789

その他資産 43,178 32,302

有形固定資産 41,268 41,215

無形固定資産 4,755 4,671

繰延税金資産 1,307 1,261

支払承諾見返 8,995 8,663

貸倒引当金 △25,662 △22,355

資産の部合計 5,815,095 5,866,996

負債の部

預金 4,737,336 4,793,323

譲渡性預金 28,453 35,394

コールマネー及び売渡手形 － 789

売現先勘定 29,203 83,536

債券貸借取引受入担保金 504,092 409,123

借用金 205,308 197,618

外国為替 136 553

信託勘定借 － 1,588

その他負債 23,419 24,625

退職給付に係る負債 25,115 24,635

睡眠預金払戻損失引当金 192 169

偶発損失引当金 965 780

繰延税金負債 737 4,386

支払承諾 8,995 8,663

負債の部合計 5,563,956 5,585,188

純資産の部

資本金 29,249 37,924

資本剰余金 26,075 34,749

利益剰余金 161,245 166,314

自己株式 △1,828 △1,809

株主資本合計 214,742 237,179

その他有価証券評価差額金 43,526 51,033

繰延ヘッジ損益 △409 △339

退職給付に係る調整累計額 △6,831 △6,168

その他の包括利益累計額合計 36,284 44,525

新株予約権 112 103

純資産の部合計 251,139 281,808

負債及び純資産の部合計 5,815,095 5,866,996

決算短信（宝印刷） 2017年11月02日 10時45分 4ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

㈱南 都 銀 行(8367)平成30年３月期 第２四半期(中間期)決算短信

－4－



（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成29年４月１日

　至 平成29年９月30日)

経常収益 39,880 39,161

資金運用収益 26,149 25,586

（うち貸出金利息） 16,359 15,595

（うち有価証券利息配当金） 9,490 9,702

信託報酬 － 17

役務取引等収益 8,706 8,297

その他業務収益 3,605 1,875

その他経常収益 1,418 3,384

経常費用 31,181 31,104

資金調達費用 1,687 2,029

（うち預金利息） 692 421

役務取引等費用 4,404 4,382

その他業務費用 698 2,236

営業経費 21,251 21,799

その他経常費用 3,139 656

経常利益 8,698 8,056

特別利益 － －

特別損失 68 10

固定資産処分損 68 10

税金等調整前中間純利益 8,629 8,046

法人税、住民税及び事業税 2,174 2,273

法人税等調整額 △249 △237

法人税等合計 1,924 2,035

中間純利益 6,704 6,010

親会社株主に帰属する中間純利益 6,704 6,010
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成29年４月１日

　至 平成29年９月30日)

中間純利益 6,704 6,010

その他の包括利益 △2,964 8,241

その他有価証券評価差額金 △3,810 7,507

繰延ヘッジ損益 89 70

退職給付に係る調整額 755 662

中間包括利益 3,740 14,251

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 3,740 14,251
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

前中間連結会計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 29,249 26,075 150,620 △1,864 204,080

当中間期変動額

剰余金の配当 △939 △939

親会社株主に帰属

する中間純利益
6,704 6,704

自己株式の取得 △3 △3

自己株式の処分 △4 54 50

利益剰余金から資本

剰余金への振替
4 △4 －

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 － － 5,761 51 5,813

当中間期末残高 29,249 26,075 156,381 △1,812 209,893

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 57,072 △620 △8,956 47,496 136 251,712

当中間期変動額

剰余金の配当 △939

親会社株主に帰属

する中間純利益
6,704

自己株式の取得 △3

自己株式の処分 50

利益剰余金から資本

剰余金への振替
－

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△3,810 89 755 △2,964 △35 △3,000

当中間期変動額合計 △3,810 89 755 △2,964 △35 2,812

当中間期末残高 53,262 △531 △8,200 44,531 100 254,525
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当中間連結会計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 29,249 26,075 161,245 △1,828 214,742

当中間期変動額

新株の発行 8,674 8,674 17,348

剰余金の配当 △939 △939

親会社株主に帰属

する中間純利益
6,010 6,010

自己株式の取得 △2 △2

自己株式の処分 △2 21 19

利益剰余金から資本

剰余金への振替
2 △2 －

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 8,674 8,674 5,069 19 22,437

当中間期末残高 37,924 34,749 166,314 △1,809 237,179

その他の包括利益累計額

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 43,526 △409 △6,831 36,284 112 251,139

当中間期変動額

新株の発行 17,348

剰余金の配当 △939

親会社株主に帰属

する中間純利益
6,010

自己株式の取得 △2

自己株式の処分 19

利益剰余金から資本

剰余金への振替
－

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

7,507 70 662 8,241 △8 8,232

当中間期変動額合計 7,507 70 662 8,241 △8 30,669

当中間期末残高 51,033 △339 △6,168 44,525 103 281,808
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。
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３．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当中間会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

現金預け金 736,374 782,128

コールローン 11,776 610

買入金銭債権 4,304 2,757

商品有価証券 10 －

金銭の信託 31,000 32,231

有価証券 1,688,099 1,676,201

貸出金 3,262,303 3,295,559

外国為替 5,031 8,141

その他資産 33,228 21,754

その他の資産 33,228 21,754

有形固定資産 40,381 40,110

無形固定資産 4,371 4,275

支払承諾見返 8,995 8,663

貸倒引当金 △22,943 △19,593

資産の部合計 5,802,932 5,852,839

負債の部

預金 4,747,743 4,803,393

譲渡性預金 33,003 40,444

コールマネー － 789

売現先勘定 29,203 83,536

債券貸借取引受入担保金 504,092 409,123

借用金 196,612 187,542

外国為替 136 553

信託勘定借 － 1,588

その他負債 16,453 16,851

未払法人税等 3,556 1,676

リース債務 1,634 1,393

資産除去債務 443 460

その他の負債 10,818 13,320

退職給付引当金 15,005 15,461

睡眠預金払戻損失引当金 192 169

偶発損失引当金 965 780

繰延税金負債 3,750 7,105

支払承諾 8,995 8,663

負債の部合計 5,556,156 5,576,003
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当中間会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

資本金 29,249 37,924

資本剰余金 18,813 27,488

資本準備金 18,813 27,488

利益剰余金 157,329 162,458

利益準備金 13,257 13,257

その他利益剰余金 144,071 149,200

別途積立金 130,940 141,040

繰越利益剰余金 13,131 8,160

自己株式 △1,828 △1,809

株主資本合計 203,564 226,061

その他有価証券評価差額金 43,509 51,010

繰延ヘッジ損益 △409 △339

評価・換算差額等合計 43,099 50,671

新株予約権 112 103

純資産の部合計 246,776 276,835

負債及び純資産の部合計 5,802,932 5,852,839

決算短信（宝印刷） 2017年11月02日 10時45分 11ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

㈱南 都 銀 行(8367)平成30年３月期 第２四半期(中間期)決算短信

－11－



（２）中間損益計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成29年４月１日

　至 平成29年９月30日)

経常収益 36,705 35,887

資金運用収益 26,720 26,049

（うち貸出金利息） 16,382 15,610

（うち有価証券利息配当金） 10,038 10,150

信託報酬 － 17

役務取引等収益 4,942 4,472

その他業務収益 3,605 1,875

その他経常収益 1,437 3,472

経常費用 27,945 28,039

資金調達費用 1,691 2,034

（うち預金利息） 692 421

役務取引等費用 2,114 2,108

その他業務費用 698 2,236

営業経費 20,757 21,269

その他経常費用 2,684 390

経常利益 8,760 7,847

特別利益 － －

特別損失 68 10

固定資産処分損 68 10

税引前中間純利益 8,691 7,837

法人税、住民税及び事業税 1,940 2,050

法人税等調整額 △208 △283

法人税等合計 1,731 1,766

中間純利益 6,959 6,070
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（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 29,249 18,813 － 18,813 13,257 121,140 12,698 147,095

当中間期変動額

剰余金の配当 △939 △939

中間純利益 6,959 6,959

別途積立金の積立 9,800 △9,800 －

自己株式の取得

自己株式の処分 △4 △4

利益剰余金から資本

剰余金への振替
4 4 △4 △4

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 － － － － － 9,800 △3,784 6,015

当中間期末残高 29,249 18,813 － 18,813 13,257 130,940 8,914 153,111

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △1,864 193,294 57,065 △620 56,444 136 249,875

当中間期変動額

剰余金の配当 △939 △939

中間純利益 6,959 6,959

別途積立金の積立 － －

自己株式の取得 △3 △3 △3

自己株式の処分 54 50 50

利益剰余金から資本

剰余金への振替
－ －

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△3,804 89 △3,714 △35 △3,750

当中間期変動額合計 51 6,067 △3,804 89 △3,714 △35 2,317

当中間期末残高 △1,812 199,362 53,261 △531 52,730 100 252,192
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当中間会計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計別途積立金
繰越利益

剰余金

当期首残高 29,249 18,813 － 18,813 13,257 130,940 13,131 157,329

当中間期変動額

新株の発行 8,674 8,674 8,674

剰余金の配当 △939 △939

中間純利益 6,070 6,070

別途積立金の積立 10,100 △10,100 －

自己株式の取得

自己株式の処分 △2 △2

利益剰余金から資本

剰余金への振替
2 2 △2 △2

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 8,674 8,674 － 8,674 － 10,100 △4,971 5,128

当中間期末残高 37,924 27,488 － 27,488 13,257 141,040 8,160 162,458

株主資本 評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △1,828 203,564 43,509 △409 43,099 112 246,776

当中間期変動額

新株の発行 17,348 17,348

剰余金の配当 △939 △939

中間純利益 6,070 6,070

別途積立金の積立 － －

自己株式の取得 △2 △2 △2

自己株式の処分 21 19 19

利益剰余金から資本

剰余金への振替
－ －

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

7,500 70 7,571 △8 7,562

当中間期変動額合計 19 22,496 7,500 70 7,571 △8 30,059

当中間期末残高 △1,809 226,061 51,010 △339 50,671 103 276,835
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Ⅰ.　平成３０年３月期中間決算の状況
　【要旨】

   １．損益の状況【単体】

（単位：百万円）

２８年中間期比

1 26,039 △ 4,729 30,768

2 24,019 △ 1,014 25,033

3 う ち 貸 出 金 利 息 15,610 △ 771 16,382

4 う ち 有 価 証 券 利 息 配 当 金 10,150 111 10,038

5 う ち 預 金 利 息 421 △ 270 692

6 2,381 △ 447 2,828

7 △ 361 △ 3,268 2,907

8 う ち 国 債 等 債 券 損 益 △ 114 △ 3,566 3,452

9 う ち 金 融 派 生 商 品 費 用 393 △ 304 697

10 20,314 646 19,668

11 5,724 △ 5,376 11,100

12 5,839 △ 1,809 7,648

13 ― △ 2,152 2,152

14 5,724 △ 3,223 8,948

15 2,122 2,310 △ 187

16 1,583 1,583 0

17 82 △ 69 151

18 548 548 ―

19 82 △ 319 401

20 7,847 △ 912 8,760

21 △ 10 58 △ 68

22 7,837 △ 853 8,691

23 1,766 35 1,731
24 6,070 △ 888 6,959

25 △ 548 △ 2,451 1,903

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

与 信 関 連 費 用

税 引 前 中 間 純 利 益

中 間 純 利 益

法 人 税 等 合 計

コ ア 業 務 純 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益

臨 時 損 益

う ち 株 式 等 損 益

う ち 不 良 債 権 処 理 額

特 別 損 益

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

う ち 償 却 債 権 取 立 益

経 常 利 益

実質業務純益(一般貸倒引当金繰入前）

そ の 他 業 務 利 益

経 費

資 金 利 益

役 務 取 引 等 利 益

２８年中間期２９年中間期

業 務 粗 利 益

・ 「コア業務純益」は、資金利益及び役務取引等利益が減少し、また経費も増加したことから前年中間期比

１８億円減少して５８億円となりました。また、「業務純益」は一般貸倒引当金繰入額が減少したものの

国債等債券損益が減少したことから前年中間期比３２億円減少して５７億円となりました。

・ 「経常利益」は、業務純益が減少したものの、株式等損益が増加したことから前年中間期比９億円減少して

７８億円となり、また、「中間純利益」は同じく８億円減少して６０億円となりました。
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２．主要勘定の状況【単体】

①預金等

　

（単位：億円）

２９年３月末比 ２８年９月末比

1 48,438 630 814 47,807 47,623

2 48,033 556 707 47,477 47,326

3 う ち 個 人 預 金 37,161 435 894 36,726 36,267

4 う ち 法 人 預 金 8,893 134 9 8,759 8,884

5 う ち 公 金 預 金 1,924 4 △ 184 1,920 2,108
6 404 74 106 330 297

7 48,659 567 293 48,092 48,366

8 48,207 591 425 47,615 47,782
9 452 △ 24 △ 132 476 584

 預金等＝預金＋譲渡性預金

②貸出金

（単位：億円）

２９年３月末比 ２８年９月末比

10 32,955 332 546 32,623 32,409

11 10,332 155 292 10,176 10,040

12 う ち 住 宅 ロ ー ン 9,361 184 355 9,176 9,005
13 32,754 283 502 32,470 32,251

14 20,755 404 825 20,350 19,929

う ち 消 費 者 ロ ー ン

２８年９月末

譲 渡 性 預 金

預 金 等 （ 平 残 ）

預 金

譲 渡 性 預 金
(注)

（ご参考）中小企業等貸出金（末残）

２８年９月末２９年３月末２９年９月末

預 金

預 金 等 （ 末 残 ）

２９年９月末 ２９年３月末

貸 出 金 （ 平 残 ）

貸 出 金 （ 末 残 ）

47,326 47,477

48,033

46,000

47,000

48,000

49,000

２８年９月末 ２９年３月末 ２９年９月末

億円 預金（末残）

297
330

404

0

250

500

２８年９月末 ２９年３月末 ２９年９月末

億円 譲渡性預金（末残）

32,409
32,623 32,955

31,000

32,000

33,000

34,000

２８年９月末 ２９年３月末 ２９年９月末

億円 貸出金（末残）

9,005
9,176

9,361

7,000

8,000

9,000

10,000

２８年９月末 ２９年３月末 ２９年９月末

億円 住宅ローン（末残）

・ 預金は、個人預金や法人預金が堅調に推移したことから29年3月末比５５６億円増加して、

29年９月末残高は４兆８,０３３億円となりました。

・ 譲渡性預金は、地方公共団体からの預け入れが増加したことから29年3月末比７４億円増加

して、29年９月末残高は４０４億円となりました。

・ 貸出金は、中小企業や地方公共団体向け貸出、住宅ローンが増加したことから29年3月末比
３３２億円増加して、29年9月末残高は３兆２,９５５億円となりました。
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③預かり資産

（単位：億円）

２９年３月末比 ２８年９月末比

1 1,636 △ 100 △ 113 1,736 1,750

2 100 0 3 100 97

3 183 △ 14 △ 60 198 244
4 1,351 △ 86 △ 56 1,438 1,408

２８年中間期比

5 250 △ 80 330

6 184 △ 17 202
7 65 △ 62 128

預 か り 資 産 販 売 額

投 資 信 託

生 命 保 険

２９年中間期

２９年９月末

公 共 債

２９年３月末 ２８年９月末

２８年中間期

個 人 預 か り 資 産

外 貨 預 金

投 資 信 託

1,750 1,736
1,636

1,000

1,500

2,000

２８年９月末 ２９年３月末 ２９年９月末

億円 個人預かり資産残高

・ 個人預かり資産につきましては、公共債及び投資信託がともに減少したことから

29年３月末比１００億円減少して、29年9月末残高は１,６３６億円となりました。

・ 預かり資産販売額につきましては、投資信託及び生命保険がともに減少したことから

28年中間期比８０億円減少して、29年中間期の販売額は２５０億円となりました。

330

250

0

250

500

２８年中間期 ２９年中間期

億円 預かり資産販売額
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３．自己資本比率（国内基準）の状況

【単体】
（単位：億円）

２９年９月末 ２９年３月末 ２８年９月末

［速報値］ ２９年３月末比 ２８年９月末比

1 9.85% 0.66 0.73 9.19% 9.12%

2 （ A ） 2,355 221 272 2,133 2,082

3 （ Ｂ ） 17 △ 0 6 18 11

4 2,337 222 266 2,115 2,071

5 23,724 716 1,012 23,007 22,711
6 948 28 40 920 908

【連結】
（単位：億円）

２９年９月末 ２９年３月末 ２８年９月末

［速報値］ ２９年３月末比 ２８年９月末比

7 10.07% 0.65 0.72 9.42% 9.35%

8 （ A ） 2,438 225 273 2,213 2,164

9 （ Ｂ ） 19 △ 0 6 19 12

10 2,418 225 266 2,193 2,151

11 24,003 726 1,007 23,277 22,995
12 960 29 40 931 919

４．有価証券の評価損益の状況【単体】

（単位：百万円）

２９年３月末比 ２８年９月末比

13 69,243 11,107 △ 3,255 58,136 72,499
14 54,183 9,238 24,203 44,945 29,980
15 19,298 △ 3,665 △ 11,380 22,963 30,678
16 △ 4,238 5,534 △ 16,078 △ 9,772 11,840

２９年９月末 ２９年３月末 ２８年９月末

有 価 証 券 評 価 損 益

債 券
そ の 他

自 己 資 本 比 率

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等

総 所 要 自 己 資 本 額

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等

コ ア 資 本 に 係 る 基 礎 項 目

コ ア 資 本 に 係 る 調 整 項 目

自 己 資 本 比 率
コ ア 資 本 に 係 る 基 礎 項 目

自己資本の額（Ａ）－（Ｂ）

総 所 要 自 己 資 本 額

コ ア 資 本 に 係 る 調 整 項 目

自己資本の額（Ａ）－（Ｂ）

株 式

・ 29年9月末の有価証券評価損益は、「株式」の評価益が増加したことなどから29年3月末比１１１億円増加
して６９２億円となりました。

・ 29年9月末の自己資本比率は、公募及び第三者割当による増資により自己資本の額が増加したこと等
から、29年3月末比上昇して単体ベースが９．８５％、連結ベースが１０．０７％にそれぞれなりました。
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５．不良債権の状況【単体】

＜金融再生法開示債権＞ （単位：億円）

２９年３月末比 ２８年９月末比

1 41 △ 41 △ 33 83 74

2 460 △ 25 △ 49 486 509

3 120 5 25 115 95

4
(a) 623 △ 61 △ 56 684 679

5 32,567 417 623 32,149 31,943

6
(b) 33,190 356 567 32,834 32,623

7
(a)÷(b) 1.87% △ 0.21 △ 0.21 2.08% 2.08%

＜保全状況：２９年９月末＞ （単位：億円）

8
(c) 41 460 120 623

9
(d) 41 411 71 524

10 (d)÷(c) 100% 89.3% 59.2% 84.2%

２８年９月末２９年３月末２９年９月末

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権

合計要管理債権危険債権

保 全 率

保 全 額

債 権 額

危 険 債 権

要 管 理 債 権

小　　　　計

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

合　　　　計

正 常 債 権

開 示 債 権 比 率

74 83 41

509 486
460

95 115
120

2.08% 2.08%

1.87%

1.00%

1.40%

1.80%

2.20%

0

400

800

1,200

２８年９月末 ２９年３月末 ２９年９月末

億円 金融再生法開示債権額・比率の推移

破産更生債権及び

これらに準ずる債権

危険債権 要管理債権 開示債権比率

・ 29年9月末の金融再生法開示債権額は、29年3月末比６１億円減少して６２３億円となり、

また、開示債権比率も同じく０．２１ポイント低下して１．８７％となりました。

・ なお、担保・保証及び貸倒引当金による金融再生法開示債権に対する保全率は、

合計では８４．２％となり、高い水準を維持しております。

679 684
623
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６．損益状況【連結】

（単位：百万円）

1 経常収益

2 経常利益

3 親会社株主に帰属する中間純利益

4 中間包括利益

７．業績予想

①単体 （単位：百万円）

5 業務純益

6 経常利益

7 当期純利益

②連結

8 経常利益

9 親会社株主に帰属する当期純利益

８．１株当たり配当状況

10 ２８年度 3円50銭 35円00銭 ―

11 ２9年度 35円00銭 （予想） 35円00銭 （予想） 70円00銭

(注) 平成28年10月1日付で10株を１株に株式併合しております。28年度については、１株当たり年間配当金は単純合算
ができないため 「 ― 」 として記載しております。

12,500 △ 8 12,508

83 12,116

17,500 590 16,909

11,800 △ 2,947 14,747

中間 期末 年間

16,800 740 16,059

12,200

△ 694

39,161

２９年度 ２８年度
２８年度比

10,511 3,74014,251

6,7046,010

２９年中間期 ２８年中間期

8,056

２８年中間期比

39,880

8,698

△ 719

△ 642

・ 29年度の業績予想につきましては、単体ベースの当期純利益は１２２億円を見込んでおります。
また、連結ベースの親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、１２５億円を見込んでおります。

・ 29年度の配当金につきましては、中間配当、期末配当とも１株当たり35円00銭とさせていただき、
年間配当金は１株当たり70円00銭とさせていただく予定であります。
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Ⅱ.　平成３０年３月期中間決算の概況
　　１．損益状況  【単体】 （単位：百万円）

２８年中間期比
1 26,039 △ 4,729 30,768
2 26,153 △ 1,163 27,316
3 24,019 △ 1,014 25,033
4 2,381 △ 447 2,828
5 △ 361 △ 3,268 2,907
6 △ 114 △ 3,566 3,452
7 25,104 △ 553 25,657
8 24,469 △ 688 25,158
9 21,999 △ 271 22,271

10 2,375 △ 447 2,822
11 729 166 563
12 う ち 国 債 等 債 券 損 益 634 135 499
13 934 △ 4,176 5,111
14 1,683 △ 474 2,158
15 2,019 △ 742 2,761
16 5 0 5
17 △ 1,090 △ 3,434 2,344
18 う ち 国 債 等 債 券 損 益 △ 749 △ 3,701 2,952
19 20,314 646 19,668
20 11,468 485 10,983
21 7,670 129 7,541
22 1,175 31 1,143
23 5,724 △ 5,376 11,100
24 5,839 △ 1,809 7,648
25 ― △ 2,152 2,152
26 5,724 △ 3,223 8,948
27 △ 114 △ 3,566 3,452
28 2,122 2,310 △ 187
29 1,583 1,583 0
30 82 △ 69 151
31 53 △ 290 344
32 ― 334 △ 334
33 28 △ 113 142
34 548 548 ―
35 82 △ 319 401
36 △ 9 427 △ 437
37 7,847 △ 912 8,760
38 △ 10 58 △ 68
39 △ 10 58 △ 68
40 7,837 △ 853 8,691
41 2,050 110 1,940
42 △ 283 △ 74 △ 208
43 1,766 35 1,731
44 6,070 △ 888 6,959

45 △ 548 △ 2,451 1,903

(注) 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

国 内 業 務 粗 利 益

与 信 関 連 費 用

物 件 費
税 金

そ の 他 臨 時 損 益
経 常 利 益

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

除く国債等債券損益（コア業務純益）
一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額
業 務 純 益

そ の 他 業 務 利 益
う ち 国 債 等 債 券 損 益

２８年中間期２９年中間期

業 務 粗 利 益
除 く 国 債 等 債 券 損 益 ( 五 勘 定 尻 )

資 金 利 益
役 務 取 引 等 利 益

国 際 業 務 粗 利 益
除 く 国 債 等 債 券 損 益

資 金 利 益
役 務 取 引 等 利 益

除 く 国 債 等 債 券 損 益
資 金 利 益
役 務 取 引 等 利 益
そ の 他 業 務 利 益

そ の 他 業 務 利 益

経 費 （ 除 く 臨 時 処 理 分 ）
人 件 費

株 式 等 損 益 （ 三 勘 定 尻 ）
臨 時 損 益

う ち 国 債 等 債 券 損 益

特 別 損 益
固 定 資 産 処 分 損 益

不 良 債 権 処 理 額
貸 出 金 償 却
個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額
偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額

貸 倒 引 当 金 戻 入 益
償 却 債 権 取 立 益

法 人 税 等 調 整 額

中 間 純 利 益

税 引 前 中 間 純 利 益
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 合 計
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　【連結】

≪連結損益計算書ベース≫ （単位：百万円）

２８年中間期比

1 27,127 △ 4,543 31,671

2 23,557 △ 904 24,461

3 17 17 ―

4 3,914 △ 388 4,302

5 △ 361 △ 3,268 2,907

6 21,799 547 21,251

7 181 △ 2,415 2,596

8 153 △ 321 474

9 ― △ 2,116 2,116

10 ― 135 △ 135

11 28 △ 113 142

12 508 508 ―

13 112 △ 326 439

14 1,583 1,583 0

15 703 267 436

16 8,056 △ 642 8,698

17 △ 10 58 △ 68

18 8,046 △ 583 8,629

19 2,273 98 2,174

20 △ 237 12 △ 249

21 2,035 110 1,924

22 6,010 △ 694 6,704

23 6,010 △ 694 6,704
（注） 連結粗利益=（資金運用収益-資金調達費用）+（役務取引等収益-役務取引等費用）

     　 　　 　　+(その他業務収益-その他業務費用)

（ご参考） （単位：百万円）

5,933 △ 2,952 8,886
（注）連結業務純益=単体業務純益+子会社経常利益-内部取引（配当等）

（連結対象会社数） （社）

10 ― 10

― ― ―

経 常 利 益

そ の 他

貸 倒 償 却 引 当 費 用

法 人 税 等 調 整 額

特 別 損 益

税 金 等 調 整 前 中 間 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

役 務 取 引 等 利 益

信 託 報 酬

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

償 却 債 権 取 立 益

株 式 等 関 係 損 益

２８年中間期

連 結 粗 利 益

資 金 利 益

法 人 税 等 合 計

持 分 法 適 用 会 社 数

連 結 業 務 純 益

中 間 純 利 益

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 中 間 純 利 益

連 結 子 会 社 数

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

営 業 経 費

貸 出 金 償 却

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

偶 発 損 失 引 当 金 繰 入 額

２９年中間期

そ の 他 業 務 利 益
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２．業務純益　【単体】 （単位：百万円）

２８年中間期比

(1) 5,724 △ 5,376 11,100

2,153 △ 2,033 4,187

(2) 5,724 △ 3,223 8,948

2,153 △ 1,221 3,375

（注）職員数は期中平均人員（出向者を除く）を使用しております。

３．利鞘　【単体】

①全体 （単位：％）

２８年中間期比

1 0.97 △ 0.01 0.98

2 0.95 △ 0.06 1.01

3 1.25 0.10 1.15

4 0.07 0.01 0.06

5 0.01 △ 0.01 0.02

6 0.23 0.07 0.16

7 0.85 0.02 0.83

8 0.83 0.02 0.81

9 0.81 0.03 0.78

10 0.10 △ 0.08 0.18

11 0.16 △ 0.04 0.20

②国内業務部門 （単位：％）

２８年中間期比

12 0.88 △ 0.02 0.90

13 0.94 △ 0.07 1.01

14 1.14 0.10 1.04

15 0.02 △ 0.01 0.03

16 0.01 △ 0.01 0.02

17 △ 0.00 △ 0.04 0.04

18 0.84 0.01 0.83

19 0.82 0.02 0.80

20 0.79 0.00 0.79

21 0.10 △ 0.08 0.18

22 0.09 △ 0.02 0.11

資 金 調 達 利 回

預 金 等 原 価 (C)

貸 出 金 利 回 (B)

有 価 証 券 利 回

預 金 等 利 回

外 部 負 債 利 回

経 費 率

預 金 等 原 価 (C)

資 金 調 達 原 価 (D)

預 金 等 利 回

外 部 負 債 利 回

経 費 率

２９年中間期 ２８年中間期

資 金 調 達 利 回

貸 出 金 利 回 (B)

有 価 証 券 利 回

２８年中間期

資 金 運 用 利 回 (A)

２９年中間期 ２８年中間期

２９年中間期

総 資 金 利 鞘 (A)-(D)

業 務 純 益

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

職 員 一 人 当 た り （ 千 円 ）

職 員 一 人 当 た り （ 千 円 ）

資 金 調 達 原 価 (D)

預 貸 金 利 鞘 (B)-(C)

総 資 金 利 鞘 (A)-(D)

資 金 運 用 利 回 (A)

預 貸 金 利 鞘 (B)-(C)

㈱南 都 銀 行(8367)平成30年３月期 第２四半期(中間期)決算短信

－9－



４．有価証券関係損益　【単体】 （単位：百万円）

1

2 売 却 益

3 償 還 益

4 売 却 損

5 償 還 損

6 償 却

7

8 売 却 益

9 売 却 損

10 償 却

５．有価証券評価損益　【単体】 （単位：百万円）

評価益 評価損 評価益 評価損

11 満期保有目的の債券 19 52 32 64 64 0

12 その他有価証券 69,243 80,674 11,430 72,499 78,165 5,665

13 　 株　式 54,183 54,345 161 29,980 30,877 897

14 債　券 19,298 19,744 446 30,678 30,767 89

15 その他 △ 4,238 6,584 10,822 11,840 16,519 4,679

６．ROE　【単体】 （単位：％）

16

17

（注）分母となる純資産平均残高は、（期首純資産の部+期末純資産の部）÷2を使用（新株予約権を控除）しております。

２９年９月末 ２８年９月末

197△ 19

△ 36

1,762

5.53

7.11

２８年中間期

178

―

評価損益 評価損益

２８年中間期比
２８年中間期

―

3,452

3,452

―

0

―

―

1,843

―

36

0

234

1,583

1,528

―

1,729

―

△ 3,566

△ 1,723

―

1,843

―

中 間 純 利 益 ベ ー ス △ 0.914.62

国債等債券損益（五勘定尻）

株 式 等 損 益 （ 三 勘 定 尻 ） 1,583

２９年中間期

△ 114

２８年中間期比
２９年中間期

△ 2.754.36業 務 純 益 ベ ー ス
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Ⅲ.　貸出金等の状況

１．貸倒引当金等とリスク管理債権の状況

【単体】 （単位：億円）

２９年３月末比 ２８年９月末比

1 195 △ 33 △ 26 229 222

2 103 △ 1 7 104 95

3 92 △ 32 △ 34 124 126

4 ― ― ― ― ―

　 （単位：億円）

5 破 綻 先 債 権 額 16 6 2 10 14

6 延 滞 債 権 額 481 △ 73 △ 86 554 568

7 ３ヵ月以上延滞債権額 15 11 10 3 5

8 貸出条件緩和債権額 105 △ 6 15 112 90

9 合　　　　　計 618 △ 62 △ 58 681 677

部分直接償却による減少額

２８年９月末：破綻先債権額　　22億円　　　延滞債権額　　40億円

２９年３月末：破綻先債権額　　17億円　　　延滞債権額　　36億円

２９年９月末：破綻先債権額　  26億円　　　延滞債権額　　52億円
　 （単位：億円）

10 32,955 332 546 32,623 32,409

11 破 綻 先 債 権 額 0.05% 0.02 0.01 0.03% 0.04%

12 延 滞 債 権 額 1.45% △ 0.25 △ 0.30 1.70% 1.75%

13 ３ヵ月以上延滞債権額 0.04% 0.04 0.03 0.00% 0.01%

14 貸出条件緩和債権額 0.32% △ 0.02 0.05 0.34% 0.27%

15 合　　　　　計 1.87% △ 0.21 △ 0.22 2.08% 2.09%

　

貸
出
金
残
高
比

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ）

２８年９月末

貸 倒 引 当 金

２９年３月末

リ
ス
ク
管
理
債
権

一 般 貸 倒 引 当 金

個 別 貸 倒 引 当 金

特定海外債権引当勘定

２９年９月末

(注)
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【連結】 （単位：億円）

２９年３月末比 ２８年９月末比

1 223 △ 33 △ 28 256 251

2 112 △0 7 113 105

3 111 △ 32 △ 35 143 146

4 ― ― ― ― ―

　 （単位：億円）

5 破 綻 先 債 権 額 17 5 2 11 14

6 延 滞 債 権 額 482 △ 73 △ 86 555 569

7 ３ヵ月以上延滞債権額 15 11 10 3 5

8 貸出条件緩和債権額 105 △ 6 15 112 90

9 合　　　　　計 620 △ 62 △ 58 682 678

２８年９月末：破綻先債権額　　22億円　　　延滞債権額　　42億円

２９年３月末：破綻先債権額　　17億円　　　延滞債権額　　38億円

２９年９月末：破綻先債権額　　26億円　　　延滞債権額　　53億円

（単位：億円）

10 32,857 335 547 32,522 32,309

11 破 綻 先 債 権 額 0.05% 0.02 0.01 0.03% 0.04%

12 延 滞 債 権 額 1.46% △ 0.24 △ 0.30 1.70% 1.76%

13 ３ヵ月以上延滞債権額 0.04% 0.04 0.03 0.00% 0.01%

14 貸出条件緩和債権額 0.32% △ 0.02 0.05 0.34% 0.27%

15 合　　　　　計 1.88% △ 0.21 △ 0.22 2.09% 2.10%

特定海外債権引当勘定

部分直接償却による減少額

２９年９月末

貸
出
金
残
高
比

貸 出 金 残 高 （ 末 残 ）

２８年９月末

貸 倒 引 当 金

リ
ス
ク
管
理
債
権

２９年３月末

一 般 貸 倒 引 当 金

個 別 貸 倒 引 当 金

(注)
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２．金融再生法開示債権の状況
　

【単体】 （単位：億円）

２９年３月末比 ２８年９月末比

1 41 △ 41 △ 33 83 74

2 460 △ 25 △ 49 486 509

3 120 5 25 115 95

4 623 △ 61 △ 56 684 679

5 32,567 417 623 32,149 31,943

6 33,190 356 567 32,834 32,623

7 1.87% △ 0.21 △ 0.21 2.08% 2.08%
部分直接償却による減少額
２８年９月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　  63億円
２９年３月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　  54億円
２９年９月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　  79億円

＜引当・保全の状況＞ （単位：億円）

8 (ａ) 41 460 120 623

9 (ｂ) 38 323 54 416

10 (ｃ）＝(ａ－ｂ) 3 137 66 207

11 （ｄ） 3 88 17 108

12 (ｅ）＝(ｄ÷ｃ) 100% 64.2% 25.9% 52.5%

13 (ｆ）＝(ｂ＋ｄ) 41 411 71 524

14 (ｇ）＝(ｆ÷ａ) 100% 89.3% 59.2% 84.2%

２９年３月末比 ２８年９月末比

15 52.5% △ 1.3 △ 5.4 53.8% 57.9%

16 84.2% 1.9 △ 0.9 82.3% 85.1%

２８年９月末

引 当 率

保 全 率

２９年９月末 ２８年９月末２９年３月末

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債 権

要管理債権 合計
破産更生債権及び
これらに準ずる債権

危 険 債 権

要 管 理 債 権

小　　　　　　計

正 常 債 権

２９年９月末 ２９年３月末

危険債権

担 保 ・ 保 証 等 に よ る
回 収 見 込 み 額

合　　　　　　計

開 示 債 権 比 率

保 全 額

保 全 率

（注）

回 収 懸 念 額

引 当 率

貸 倒 引 当 金

債 権 額
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３．業種別貸出状況等 　
　

①業種別貸出金　【単体】 （単位：億円）

２９年９月末 ２９年３月末 ２８年９月末
２９年３月末比 ２８年９月末比

32,955 332 546 32,623 32,409

製 造 業 4,802 △ 110 △ 220 4,913 5,022
農 業 、 林 業 22 △0 △0 22 23
漁 業 33 △0 △ 3 34 36
鉱業、採石業、砂利採取業 109 △ 2 △ 5 111 114
建 設 業 765 △ 37 △ 18 803 783
電気・ガス・熱供給・水道業 247 12 4 235 243
情 報 通 信 業 399 △ 26 △ 60 426 460
運 輸 業 、 郵 便 業 1,049 △ 27 △ 31 1,076 1,080
卸 売 業 、 小 売 業 2,827 △ 50 △ 138 2,878 2,965
金 融 業 、 保 険 業 1,310 30 48 1,279 1,261
不動産業、物品賃貸業 4,022 265 300 3,756 3,722
各 種 サ ー ビ ス 業 1,898 36 118 1,862 1,779
地 方 公 共 団 体 5,986 93 244 5,892 5,741
そ の 他 9,479 151 306 9,328 9,173

②業種別リスク管理債権　【単体】
（単位：億円）

２９年９月末 ２９年３月末 ２８年９月末
２９年３月末比 ２８年９月末比

618 △ 62 △ 58 681 677

製 造 業 162 △ 52 △ 29 214 191
農 業 、 林 業 8 △0 △0 8 9
漁 業 ― ― ― ― ―
鉱業、採石業、砂利採取業 1 △0 △0 1 2
建 設 業 51 △ 2 △ 8 54 60
電気・ガス・熱供給・水道業 0 0 0 0 0
情 報 通 信 業 3 △0 △0 3 4
運 輸 業 、 郵 便 業 8 △ 2 △ 3 10 11
卸 売 業 、 小 売 業 152 △ 20 △ 29 173 181
金 融 業 、 保 険 業 0 △0 △0 0 0
不動産業、物品賃貸業 73 7 3 66 70
各 種 サ ー ビ ス 業 65 3 6 62 59
地 方 公 共 団 体 ― ― ― ― ―
そ の 他 89 4 3 85 85

③消費者ローン残高　【単体】 （単位：億円）

２９年３月末比 ２８年９月末比

10,332 155 292 10,176 10,040
住 宅 ロ ー ン 残 高 9,361 184 355 9,176 9,005
そ の 他 ロ ー ン 残 高 971 △ 28 △ 63 1,000 1,034

   
④中小企業等貸出金比率　【単体】 （単位：％）

２９年３月末比 ２８年９月末比
62.9 0.6 1.5 62.3 61.4

２９年９月末 ２９年３月末

国 内
（除く特別国際金融取引勘定）

国 内
（除く特別国際金融取引勘定）

中 小 企 業 等 貸 出 金 比 率

２８年９月末

消 費 者 ロ ー ン 残 高

２９年９月末 ２９年３月末 ２８年９月末

㈱南 都 銀 行(8367)平成30年３月期 第２四半期(中間期)決算短信

－14－



４．国別貸出状況等 　

該当ありません。

②アジア向け貸出金　【単体】
（単位：億円）

２９年３月末比 ２８年９月末比

3 ― ― 3 3

― ― ― ― ―

4 0 △ 3 4 7

― ― ― ― ―

4 △0 △ 10 4 15

― ― ― ― ―

③中南米主要諸国向け貸出金　【単体】
（単位：億円）

２９年３月末比 ２８年９月末比

13 △0 △ 1 14 15

― ― ― ― ―

④ロシア向け貸出金　【単体】
該当ありません。

（ う ち リ ス ク 管 理 債 権 ）

①特定海外債権残高　【単体】

２９年９月末 ２９年３月末

（ う ち リ ス ク 管 理 債 権 ）

（ う ち リ ス ク 管 理 債 権 ）

２９年９月末 ２９年３月末

２８年９月末

タ　　　　　　　　　イ

２８年９月末

パ　　　　ナ　　　　マ

シ  ン  ガ  ポ  ー  ル
（ う ち リ ス ク 管 理 債 権 ）

香　　　　　　　　　港
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５．　自己査定結果と開示基準別の分類・保全状況【単体】

〔平成２９年９月末現在〕

　 保証等 貸倒 貸出金
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ による 引当金 残高

分類 分類 分類 分類 保全額

6 12 　　　　― 　　　　― 破綻先債権 16

（2） （0）

6 16 　　　　― 　　　　―

（0） （0）

303 107 49 323 88 89.3％

（88）

３ヵ月以上

延滞債権

105

小計 合　　　計 618

623

31,564

32,298 843 49 　　　　―

（91） （0）

　　　　　　Ⅰ分類　・・・・・引当金、優良担保（預金等）・優良保証（信用保証協会等)等でカバーされている債権

　　　　　　Ⅱ分類　・・・・・不動産担保等一般担保・保証等でカバーされている債権

　　　　　　Ⅲ・Ⅳ分類　・・全額または必要額について償却・引当を実施、引当済分はⅠ分類に計上

　　　　　　　　　　　　　　　 破綻先及び実質破綻先のⅢ・Ⅳ分類は全額引当済

対象：貸出金
　　　その他は貸出金等与信関連債権

（単位：億円）

自己査定　（債務者区分別） 金融再生法開示債権 リスク管理債権

分　　類　　債　　権 担保

対象：貸出金等与信関連債権
　対象：要管理債権は貸出金のみ　　　　　

区　　　分
与信残高 与信残高

破　綻　先

区　　　分 区　　　分
保全率

100％準 ず る 債 権

破産更生債権

18 及 び こ れ ら に

実質破綻先

41

23

38 3

460 460

延滞債権 481
破綻懸念先 危険債権

15
要管理債権

（貸出金のみ）
54 17 59.2％ 貸出条件

緩和債権
120

416 108 84.2％

その他の

要注意先
369 596

966 正常債権

正　常　先 32,567

要
　
　
注
　
　
意
　
　
先

要管理先

47 110

158

　　　　３．自己査定（債務者区分別）における（　　）内は、分類債権に対する引当額であります。

（注）　１．貸出金等与信関連債権　：　貸出金・支払承諾見返・外国為替・銀行保証付私募債・貸付有価証券・貸出金

　　　　２．破綻先、実質破綻先及び破綻懸念先の自己査定における分類額

31,564

合　　計 合　　計

33,190 33,190

　　　　　　に準ずる仮払金・未収利息
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